




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































プレイおよびその後の観客との討論は，その事例に対する ｢how to｣ 式
の解決法を得させてくれるものではないが，石を拾ってくる子どものこと
で相談にのっていた治療者にとって非常に意義のある経験になったようで
ある。これ以後，この治療者は，石を拾ってくる子どもの気持ちが少しわ
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かるようになり（わかるようになったというと，それは傲慢であるが）石
を拾ってくることとはどのようなことかを考えるようになったという。
嘔吐する少年への援助をしていた相談員は，嘔吐する気持ちの奥底にあ
るものを受け入れなくてはならないと反省するようになった。そして，受
け容れるためには，受け容れがたいのを我慢して受容するということでは
なく，受け容れられるように自分自身が成長することが必要なのだと考え
るようになったとのことである。つまり，実際に演じてみて，自分がこの
少年を本当には受け容れていなかったことに気づき，そしてそれを少年の
問題に帰するのではなく，自分自身の問題として受けとめ，受容できない
自分を一度否定し，自分が成長しなければならないことに気づくという過
程がおきている。少年の役を実際に演じていることで，安易に少年の問題
に帰することを免れる助けになっているといえよう。
注意欠陥多動障害の小学生を塾で教えていた学生は，ロール・プレイン
グ研究会月例会に出ていたわけではないが，その子どもの「問題行動」の
意味を自分なりに考えて，自分の行動を変えるようになっている。
事例検討についての考察
ところで，神田橋は，精神科医療の現場で「他人の身になる技法」につ
いて次のように述べている。「患者のおかれている現実の場に身を置くこ
と。患者の姿勢を真似てみる。姿勢に限らずすべての身体活動の領域で真
似る。ただし注意しなければならないのは，患者の身になるといっても，
患者の身になることなど不可能であるということである。正確には，患者
の身になった気になる技法である。」と述べる９）。ロール・プレイングで
は，ドラマを演じることによって，身体的に行動を真似てみて身体感覚を
通じ，自分の担当するケースの身になる可能性を手に入れることができる
のではないだろうか（ケースの身になったつもりになっているだけで，本
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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当には，わかっていないということを自覚している必要があるが）。
さらに，神田橋は，ケースカンファレンスを有益なものにするために，
いくつかの提言をしている。「あらかじめレジュメを配布しない方がいい。
ケース提出者はつねに，自分が最も関心を持っている部分に焦点を絞って
報告する。語り言葉だけのケースカンファレンスにする（書き言葉や読み
言葉ではなく。筆者注）」ということを勧めている10）。この点について考え
てみると興味深い。というのは，横浜ロール・プレイング研究会月例会で
は毎回，ウォーミングアップを兼ねてその日のテーマを話し合う際に，メ
ンバーの誰も症例について書いた記録を持ってきているわけではない点で
通じるものがあるからである。たまたま自分にとって最も気になるケース
について報告することがあるだけである。関心を持っていることをその場
で語るという，この点でも横浜ロール・プレイング研究会月例会が有益な
事例検討会になる可能性を持っているといえるだろう。
もう１点，横浜ロール・プレイング研究会月例会の事例検討に果たす意
義を挙げておこう。土居は，ケース・カンファレンスを集団討議でおこな
うことのメリットとして「治療者の治療者としての自覚を喚起するには便
利であり，治療者の個人的な問題に議論が傾斜することをさけて治療者が
治療者としての役割を果たす上での問題を浮き彫りにすることが比較的容
易である」ということをあげている11）。土居は，集団討議の１メンバーと
して参加していた訳ではなく，実際にはスーパーバイザーの役割を果たし
ているが，横浜ロール・プレイング研究会もスーパーバイザーの存在あっ
てこその研究会である。そういう意味でも土居が述べているメリットは，
横浜ロール・プレイング研究会にも当てはまることであろう。また，集団
で行うことの意義は，参加したメンバーの様々な見解に触れることができ
ることにもある。事例に対する見方も，様々なメンバーから提起される，
様々な視点からの見方である。どれが正しいというわけではない。つまり，
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同じ事例についてでも様々な視点があるということを頭で知るだけではな
く，それらの視点を実感として自分の中に取り入れることも必要になって
くる。自らの中に矛盾対立した視点を作り出すことが対人援助を行うため
に必要だと考えてみると，ロール・プレイングがまさにその方法として適っ
ていると思われる。
また，ロール・プレイングでは，役割交替などを行うことによって対立
する視点から見ることができるようになることを目指し，その対立する視
点を止揚させながらドラマが展開することを目指すものである。また，ド
ラマにおける人間関係のなかで，相手の気持ちを感じとろうとし，いかに
自分が相手の気持ちを感じとっていないかを省みることができることを目
指すものである。さらに，自分が演じたプレイを振り返ることで，援助す
る立場になったときの自分のパターンに気づくことができるのである。
伊東は，ロール・プレイングは何のために行うかについて「完璧に人を
理解するということは有り得ないのですから，たとえ理解は不十分だとし
ても，できるだけのことをしなければなりません。その際必要なことは，
人と係わる上での自分の癖や限界を知っていなくてはなりません。人を援
助する仕事というのは，ともすれば自己満足や傲慢さに陥りやすい面があ
るので，自分の癖や限界を謙虚に反省する姿勢が大切です。したがって他
人を理解する前に，まず自分を知る，自分を理解するということが必要に
なります。自分担当したケースの役割を演じてみると，その人の理解が進
むことがあります。ロール・プレイングで演じてみると，そのケースにつ
いてただ考えた場合よりも，より直接的，体験的に自分の実感として理解
できるのが特徴です。」と述べる12）。
伊東の指摘の通り，まさに，自分の癖を知ることは，対人援助の事例検
討の意義であり，研鑽の必要性を示すものでもある。スポーツのレッスン
の場合には，コーチに自分のフォームの癖を指摘してもらうこともあるだ
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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ろう。しかし，対人関係の中で起きてくる癖は，対人関係の中で気づくし
かない。一方，対人関係の中で起きてくる癖は，自分でも気づかない無意
識的な空想に由来するものが多く，なかなか自分だけでは気づくことがで
きないものでもある。だからこそ，スーパーバイザーのもとで行うロール・
プレイングの意義があるのではないだろうか。
６．結論
横浜ロール・プレイング研究会でおこなっているのは事例検討ではない。
しかしながら，事例検討としての意義も多大である。
つまり，逆説的だが，被援助者の身になろうとしてもなれないことを痛
感し，しかし，少しでもそのようになることを目指してゆくことが重要で
あるということだろう。
架空のプレイですら，このような状況におかれたらこういう思いになる，
ましてや，実際にずっとその状況におかれていたらどんなだろうか想像し
てみる，その時にこそ，ケースカンファレンスとしての側面の本領が発揮
されるのではないだろうか。また，プレイの中でさえ，人間関係のちょっ
としたやりとりで，感情や行動が変化するという体験が，日々の対人援助
に（あるいは日々の人間関係に）様々な寄与をもたらすものと考えられる。
そのような体験が，対人援助の要となるのではないだろうか。
今後は，そもそもロール・プレイングとはなんなのか。大人がごっこ遊
びをすることにどのような意味があるのかについては，さらに検討を深め
てゆきたい。
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